
新しい言葉たち（編集後記の注釈） 

 

■スマート林業              

就業者が激減した林業において、森林施業の効率化・省力化や需要に応じた高度な木材生産を可能にするため、地理空間情報

や ICT、ロボット等の先端技術を活用した取組 

 

■マーケットイン               

商品の企画開発や生産において消費者のニーズを重視する方法 

対義語として、商品の企画開発や生産において生産者の考えを重視する方法として、プロダクトアウトがあります 

 

■イノベーション               

物事の「新結合」「新機軸」「新しい切り口」「新しい捉え方」「新しい活用法」（を創造する行為）のこと 

 

■CLT                    

クロス・ラミネーティッド・ティンバー（Cross laminated timber：CLT または直交集成板） 

挽き板又は小角材の繊維方向を互いにほぼ平行にして幅方向に並べ又は接着したものを、主としてその繊維方向を互いにほぼ直

角にして積層接着し 3層以上の構造を持たせた一般材 

 

■SDGs                   

持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: SDGs） 

持続可能な開発のための 17 のグローバル目標と 169 のターゲット（達成基準）からなる国連の開発目標 

 

■ICT                    

情報通信技術（information and communication(s)：ICT） 

PC だけでなくスマートフォンやスマートスピーカーなど、さまざまな形状のコンピュータを使った情報処理や通信技術のこと 

よく知られる言葉に「IT（情報技術）」がありますが、ICT は IT にコミュニケーションの要素を含めたもの 

また、IoT「モノのインターネット」と呼ばれ、「身の周りのあらゆるモノがインターネットにつながる」仕組みのことで、モノが相互に通信し、

遠隔からも認識や計測、制御などが可能になる 

 

■サプライチェーン             

物流システムをある 1 つの企業の内部に限定することなく、複数の企業間で統合的な物流システムを構築し、経営の成果を高める

ためのマネジメント手法のこと 

 

■FM認証                 

森林管理認証（Forest Management Certification） 

森林を対象とした認証で、環境保全の点から見ても適切で、社会的な利益にかない、経済的にも継続可能な森林管理が適切に

行われているかを審査 

 

■カーボンオフセット            

人間の経済活動や生活などを通して「ある場所」で排出された二酸化炭素などの温室効果ガスを、植林・森林保護・クリーンエネル

ギー事業（排出権購入）による削減活動によって「他の場所」で直接的、間接的に吸収しようとする考え方や活動の総称 


